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木 

3 年１組５限後三者懇談 
３年２組６限授業後下校 

26 水 金曜授業(６限日) 

14 金 三者懇談２日目 27 木 期末テスト 

18 火 お話ボランティア 28 金 ３年２組保育実習  午後高齢者理解講座 

20 木 看護の出前授業 12/2 火 第２回実力テスト 

山中中学校 3年学年通信 

３年生にとって中学校最後の文化祭も，テーマのようにそれぞれが「瞬」を作ってくれました。この日のため

に，合唱コンクールの伴奏者や指揮者は夏休みから練習を行い，１０月からの放課後合唱練習を支えてくれま

した。後期の執行部も，委員会運営に生徒総会と時間のない中，劇も頑張って作り上げてくれたたことに拍手

をおくります。 

今後の予定  

「 協力 」                                                                                HT 

文化祭までには、合唱練習や山中節の練習がありました。 

合唱練習では、「あなたへ」や「遥か」を練習しました。音程が難しく、うまくいっていないところもありました。アド

バイスをしながら、いいものにするために取り組むことができました。本番の合唱は緊張したけど、協力していい合

唱になっていたと思います。歌詞を意識し、全力で歌うことができました。優秀賞が取れて嬉しかったです。 

山中節の練習では、芸妓さんに教えてもらって練習しました。フリが難しく、覚えるのが大変でした。でも、回数を

重ね、できるようになりました。山中節の発表は練習通りに踊れました。三味線や歌もすごかったです。 

今回のスローガンの瞬の通り個性が出ていたし、どの学年も楽しんでいたと思います。高校に行っても協力して

取り組みたいです。 

「 最優秀賞 」                                                                            MR 

3 年生の最後の文化祭、みんなで最優秀賞を取ろう！と一丸となって頑張り、日々いいところや悪いところを言い

合うにつれて成長していくのを実感しました。また、失敗を重ねるにつれて成長していくことの楽しさを知りました。 

他学年の合唱を聞いていて、こうしたほうがもっと良くなりそうや、ここの部分が好きだと感じながら聞くことがで

き、今まで意識しなかったことを考えながら採点することができました。 

2組の合唱も一度みんなで合わせたときはあまり声が出ていなかったけど、本番ではとても大きな声できれいな

ハーモニーだったので感動しました。私も練習通り大きな声で曲の旋律を意識しながら歌うことができました。 

2年生の STEAM発表ではわたしたちの代とはまた違う企画をしていて、特に印象的だったのがキャンドルを作

って販売する企画でした。実際に作って売るという過程で、商売をすることの難しさやお金を稼ぐことの大変さを知

りました。 

山中節では、三味線の音に合わせて踊ることが難しかったけどわからないところを聞いたり、教え合ったりしてい

くうちに覚えられるようになり、本番ではちょっと間違えたりもしたけど、あまり見ずに踊ることができました。 

執行部の劇ではみんな役作りがすごくて、衣装も本格的だったので面白かったです。また、登場人物の一人ひと

りが個性豊かで見ていてとても楽しかったです。特にお姫様にバトンを渡したら個性が戻るところが好きでした。 

文化祭の結果は最優秀賞が 2組あるというもので結果的にはみんなの目標が達成できてよかったです。 

「  いい思い出  」                                                                          KH 

 はじめは、「旅立ちの日に」という合唱曲をクラス合唱で歌うと決めてから、テノールパートではいつになっても歌

詞を覚えず、教科書ばかり眺めて練習をしていました。だんだん形になってきたと思っても小さなミスがたくさん増

えていき、難しい、とみんなが思っていたのですが、月日が立つにつれて、みんなの思いが「やらなきゃ」という風に

なってきて、放課後練習が始まるころにはいい感じになっていました。でも、いい感じになってきたと思ったら学級閉

鎖が始まってしまい、練習が全然できない日が続いていました。その中でも自分でできることを進んで探し、毎日

音源を聞いたり、歌ってみたりをしていました。学級閉鎖が終わって、放課後練習が始まった頃は、各パートの声の

大きさがバラバラだったり、指揮者の指揮の終わりが速かったりとすれ違うことが増えていきました。 

 でも、各パートに的確な指示を先生が出してくれたり、練習の数を重ねていくうちに段々と上手になっていき、やっ

ぱり３年２組の人たちは本当にすごいなと思いました。わからないところや不安なところをパートごとに確認しなが

らやっている姿に、協力の大事さを知らされました。 

 本番では、１年生の合唱を聞いたとき、鳥肌がすごい勢いで立って、レベルの高さに驚かされました。２年生の合

唱もハーモニーやハモリ、主旋律の人たちの声の出し方が２年生という感じがせず、本物の合唱を聞いているよう

に感じました。我らが３年生は、一番最後ということで一回練習することができたのですが、その一回でもすばらし

さを感じることができて、「早く観客の人達に聞いてもらいたい」という気持ちでいっぱいでした。結果的には各パ

ートごとが大きな声できれいな音を出し、最優秀賞がもらえたので本当に嬉しかったです。３年２組のむみんなに

は感謝しかないです。 

 執行部の人たちも長い時間かけて一つの劇を完成させ、本当にすごいと思いました。面白かったし、スローガンの

意味も込められていて、「執行部の人たちだけじゃなく僕達も盛り上げたい」と思い、声を出したりしました。 

 多種芸人にも参加する勇気がある人たちはすごいと思いました。琴で和の心を感じ、演奏で盛り上がって疲れは

溜まるけど楽しさが勝っていたなと思いました。 

 それに、何気なく座った椅子や足をおいたシートも委員会で準備してくれて、ありがとう、と心から思っています。 

「 三年の最後の文化祭 」                                                                    DH 

執行部になり、初めての大きな行事でした。 始まる前の準備の段階から焦りや「役を演じきれるか」や「合唱し

っかりできるか」などたくさんの不安がありました。 執行部としては、自分に任されたものはしっかり最後まで責任

を持ちやり切ることができみんなに楽しんでもらえたと思います。 

合唱コンクールでは、今までにないくらい思いっきり歌えて、緊張して少し声が震えている人もいて本気さが伝わ

り、卒業のことを考えたりで泣きそうになりました。今まで合唱は得意ではなく思いっきり歌ったことも、音程を釣られ

ずにできたこともなかったです。だけど三年生最後の文化祭の合唱コンクールでは、今まで声を出さなかった人で

も、のどかれるくらい練習から本気で、私自身も今までにないくらい本気で自信を持って歌い切ることができまし

た。それができたのはこのクラスだからだなと思いました。体育祭に引き続き文化祭でも団結していい結果になって

良かったです。 

卒業したくないです。 このクラスで過ごす時間をもっともっと大切にしていきたいです。 


